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(54)【発明の名称】 内視鏡用湾曲付処置具

(57)【要約】
【課題】シンプルな構造によって、使用後の洗浄が容易
で故障が少なく、低コストで使い捨てにしても十分な経
済性を有する内視鏡用湾曲付処置具を提供すること。
【解決手段】組織採取部材２が先端に取り付けられた可
撓性チューブ１の先端近傍部分に、可撓性チューブ１を
径方向に横断する一対の切削溝３ａ，３ｂを間隔をあけ
て形成すると共に、可撓性チューブ１内に軸線方向に進
退自在に挿通配置された操作ワイヤ４を、一対の切削溝
３ａ，３ｂにおいて可撓性チューブ１に出し入れして一
対の切削溝３ａ，３ｂの間において可撓性チューブ１の
外面に沿わせ、操作ワイヤ４の先端を切削溝３ａ，３ｂ
より先側において可撓性チューブ１に対して固定した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】組織採取部材が先端に取り付けられた可撓
性チューブの先端近傍部分に、上記可撓性チューブを径
方向に横断する一対の切削溝を間隔をあけて形成すると
共に、上記可撓性チューブ内に軸線方向に進退自在に挿
通配置された操作ワイヤを、上記一対の切削溝において
上記可撓性チューブに出し入れして上記一対の切削溝の
間において上記可撓性チューブの外面に沿わせ、上記操
作ワイヤの先端を上記切削溝より先側において上記可撓
性チューブに対して固定したことを特徴とする内視鏡用
湾曲付処置具。
【請求項２】上記切削溝の断面形状が略Ｖ字状である請
求項１記載の内視鏡用湾曲付処置具。
【請求項３】上記可撓性チューブの先端近傍部分に上記
切削溝が複数対形成されていて、上記操作ワイヤが、上
記各対の切削溝において上記可撓性チューブに出し入れ
されて上記各対の切削溝の間において上記可撓性チュー
ブの外面に沿って配置されている請求項１又は２記載の
内視鏡用湾曲付処置具。
【請求項４】上記複数対の切削溝が上記可撓性チューブ
の周方向に順に偏位して形成されている請求項３記載の
内視鏡用湾曲付処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体内粘膜表面か
ら組織を採取するために内視鏡の処置具挿通チャンネル
に挿脱される内視鏡用湾曲付処置具に関する。
【０００２】
【従来の技術】体内粘膜表面から組織を採取するための
内視鏡用処置具として、ブラシや鋭匙等のような組織採
取部材を可撓性シースの先端に取り付けたものがある。
【０００３】そして、組織採取を経内視鏡的に迅速かつ
確実に行うことができるように、可撓性シースの先端近
傍を手元側からの操作により屈曲自在にしたものがある
（特開平５－１４２号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】そのような従来の内視
鏡用湾曲付処置具においては、例えば特開平５－１４２
号公報に示されるように、複数箇所で支軸を中心に折れ
曲がるリンク状部材を可撓性シースの先端に配置すると
いう精密な構成をとっていて、操作ワイヤの進退動作に
よりリンク状部材を屈曲／伸展させるようになってい
る。
【０００５】そのため、使用後の完全な洗浄が難しくて
作動不良等も起こし易いのに加えて、非常にコスト高な
ものになるため、使い捨てし難くて不安定な状態で再使
用されてしまう場合が少なくない。
【０００６】そこで本発明は、シンプルな構造によっ
て、使用後の洗浄が容易で故障が少なく、低コストで使
い捨てにしても十分な経済性を有する内視鏡用湾曲付処
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置具を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用湾曲付処置具は、組織採取部材が
先端に取り付けられた可撓性チューブの先端近傍部分
に、可撓性チューブを径方向に横断する一対の切削溝を
間隔をあけて形成すると共に、可撓性チューブ内に軸線
方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを、一対の
切削溝において可撓性チューブに出し入れして一対の切
削溝の間において可撓性チューブの外面に沿わせ、操作
ワイヤの先端を切削溝より先側において可撓性チューブ
に対して固定したものである。
【０００８】なお、切削溝の断面形状が略Ｖ字状である
と、各切削溝部分において可撓性チューブがスムーズに
屈曲し易い。また、可撓性チューブの先端近傍部分に切
削溝が複数対形成されていて、操作ワイヤが、各対の切
削溝において可撓性チューブに出し入れされて各対の切
削溝の間において可撓性チューブの外面に沿って配置さ
れていてもよく、その場合に、複数対の切削溝が可撓性
チューブの周方向に順に偏位して形成されていれば、可
撓性チューブの先端部分を立体的に屈曲させることがで
きる。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明を内視鏡用鋭匙に適用した第
１の実施例の内視鏡用湾曲付処置具の先端部分を示して
いる。
【００１０】１は、図示されていない内視鏡の処置具挿
通チャンネルに挿脱される可撓性チューブであり、その
先端には、縁部に刃が形成されたスプーン状の組織採取
部材である鋭匙２が連結固定されている。
【００１１】可撓性チューブ１としては、四フッ化エチ
レン樹脂チューブ又はポリエチレン樹脂チューブ等を用
いることができ、外径が１．５～２．５ｍｍ程度で長さ
が１～２ｍ程度のものが用いられる。
【００１２】可撓性チューブ１の先端近傍部分には、可
撓性チューブ１の軸線方向に対して略垂直向きの略Ｖ字
状の断面形状の一対の切削溝３ａ，３ｂが、軸線方向に
間隔をあけて形成されている。この実施例においては、
一対の切削溝３ａ，３ｂはいずれも鋭匙２の組織採取面
２ａの後方位置に形成されている。
【００１３】可撓性チューブ１内には、例えばステンレ
ス鋼製撚り線によって形成された操作ワイヤ４が、軸線
方向に進退自在に全長にわたって挿通配置されていて、
図１において右方の基端側（即ち、手元側）から任意に
進退操作することができる。
【００１４】操作ワイヤ４の先端４ａは、ロー付け等に
よって鋭匙２に固着されており、それによって、操作ワ
イヤ４の先端４ａが可撓性チューブ１の先端部分に対し
て固定された状態になっている。ただし、操作ワイヤ４
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の先端４ａを可撓性チューブ１の先端に直接固定しても
差し支えない。
【００１５】可撓性チューブ１は、各切削溝３ａ，３ｂ
を通って可撓性チューブ１に出し入れされていて、一対
の切削溝３ａ，３ｂの間においてのみ、可撓性チューブ
１の外面に沿う状態に配置されている。
【００１６】したがって、操作ワイヤ４を手元側から牽
引操作すると、図２に示されるように、可撓性チューブ
１の先端部分が一対の切削溝３ａ，３ｂにおいて各々鋭
匙２の組織採取面２ａ側に屈曲する。
【００１７】そして、操作ワイヤ４を手元側から可撓性
チューブ１内に押し込み操作すれば、可撓性チューブ１
の先端部分が元の真っ直ぐな状態に戻り、その状態から
さらに操作ワイヤ４を押し込めば、図３に示されるよう
に、可撓性チューブ１の先端部分が一対の切削溝３ａ，
３ｂにおいて各々鋭匙２の組織採取面２ａの裏側方向に
屈曲する。
【００１８】このようにして、上記実施例の内視鏡用湾
曲付処置具は、リンク状部材等を用いることなく、可撓
性チューブ１に一対の切削溝３ａ，３ｂを形成するだけ
の簡単な構成により可撓性チューブ１の先端部分を屈曲
させることができる。
【００１９】図４は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
湾曲付処置具の先端部分を示しており、第１の実施例と
同様の切削溝３ａ，３ｂを複数対設け、操作ワイヤ４を
各対の切削溝３ａ，３ｂにおいて可撓性チューブ１に出
し入れして、各対の切削溝３ａ，３ｂの間において可撓
性チューブ１の外面に沿って配置したものである。この
ように構成することによって、可撓性チューブ１の先端
近傍部分を大きく滑らかに屈曲させることができる。
【００２０】図５は、本発明の第３の実施例の内視鏡用
湾曲付処置具の先端部を示しており、可撓性チューブ１
の先端には、組織採取部材としてブラシ１２が取り付け
られている。また、複数対の切削溝３ａ，３ｂが、可撓
性チューブ１の周方向に順に位置をずらして形成されて*
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*いる。
【００２１】したがって、操作ワイヤ４が手元側に牽引
されると、図６に示されるように、可撓性チューブ１の
先端部分付近が、可撓性チューブ１の所定の方向に対し
て捩じれた方向に立体的に屈曲するので、例えば深部気
管支等のように立体的に曲がった形状の管腔臓器内にス
ムーズに挿入することができる。なお、図６においては
操作ワイヤ４の図示は省略されている。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、リンク状部材等を用い
ることなく、操作ワイヤを通した可撓性チューブの先端
近傍部分に切削溝を形成しただけの極めて簡単な構成に
より、可撓性チューブの先端部分を任意に屈曲させるこ
とができるので、使用後の洗浄が容易で故障が少なく、
しかも低コストで製造することができるので使い捨てに
しても十分な経済性を有することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分が屈曲した状態の側面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分が逆側に屈曲した状態の側面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分の側面断面図である。
【図５】本発明の第３の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分の平面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の内視鏡用湾曲付処置具
の先端部分が屈曲した状態の斜視図である。
【符号の説明】
１  可撓性チューブ
２  鋭匙（組織採取部材）
３ａ，３ｂ  切削溝
４  操作ワイヤ
１２  ブラシ（組織採取部材）

【図１】
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要解决的问题：提供一种内窥镜弯曲治疗仪，其在使用后易于清洗，由
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后退的操作线4在一对切割槽3a和3b中被引入和移出柔性管1，以便在一
对切割槽3a和3b之间形成沿着柔性管1的外表面和操作线4的远端在切割
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